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ラグビー世界最高峰のプロリーグ「フランスリーグ TOP14」 
８月開幕の 2016-17 シーズンよりＷＯＷＯＷで放送開始 

五郎丸歩選手が移籍する RC トゥーロンの試合を中心に年間 57 試合放送予定 
 
株式会社ＷＯＷＯＷ（本社：東京都港区、代表取締役社長：田中晃、以下、ＷＯＷＯＷ）は、ラグビー界
最大の観客動員数と収益を誇るフランスのプロリーグ「TOP14」（トップフォーティーン）を、2016-17
シーズンより放送することを決定しました。同リーグをフルシーズン放送するのは日本初となります。 
 
 「TOP14」は 1892 年に発足したフランスの歴史あるラグビーのプロリーグ。毎年 8 月から翌年 6 月に
かけて開催され、全 14チームによるホーム＆アウェー方式での総当たりのリーグ戦の結果、上位 6チーム
がプレーオフトーナメントで優勝を争います。ダン・カーター（SO／ニュージーランド）、マア･ノヌー（CTB
／ニュージーランド）、ブライアン・ハバナ（WTB／南アフリカ）リー・ハーフペニー（FB／ウェールズ）
といったスター選手を世界中から招聘し、ハイレベルなゲームを展開しているのが大きな魅力です。 
 さらに 2016-17 シーズンより、日本代表 FB五郎丸歩選手が強豪RCトゥーロンに移籍することも決定
しました。 
ラグビーワールドカップ 2015 で世界に衝撃を与えた日本代表の活躍によって日本でのラグビー人気が
高まる中、8月に開幕する世界最高峰のプロリーグの熱戦を、ＷＯＷＯＷではRCトゥーロンの試合を中心
に、リーグ戦毎節 2試合とプレーオフ 5試合、年間 57試合を放送する予定です。 
 
ＷＯＷＯＷは、コーポレートメッセージ「見るほどに、新しい出会い。」というコンセプトのもと、今後
も上質なエンターテインメントをお届けしていきます。 
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■Ligue Nationale de Rugby 会長 ポール・ゴズ氏コメント 
TOP14 は海外展開において新たな国境を越えた。ラグビーワールドカップ 2015では、フィールドで、
またメディアを通して、日本がラグビーを愛していることが証明された。WOWOWとのパートナーシ
ップは、毎週 TOP14 を見られるようになる日本の人々の間で、ラグビー人気を高める一助となるだろ
う。                         ※Ligue Nationale de Rugby TOP14の運営団体

■株式会社WOWOW代表取締役社長 田中 晃コメント 
ラグビーワールドカップ日本開催を控え、世界中のスター選手が集まる TOP14 を日本で初めてフルシ
ーズン放送することに大きな喜びを感じています。本物のラグビーを毎週お届けすることによって、日
本のラグビー文化が大きく成長することに貢献したいと考えています。 



■ラグビー フランスリーグ TOP14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ラグビー界において、現在、世界最大の観客動員数や収益を誇るプロ
リーグ（※2014-15 シーズンの観客動員数約 270万人、1試合あた
り約 14,000 人）。スーパーラグビー、プレミアシップ（イギリスの
プロリーグ）、プロ 12（ウェールズ、スコットランド、アイルラン
ド、イタリア４カ国によるプロリーグ）から多数のスター選手を引き
抜き、質の高いゲームを提供している。 
リーグ戦は毎年 8月から翌年 6月にかけて行われ、TOP14 の名前の
通り、14チームによるホーム＆アウェー方式での総当たりのリーグ
戦の結果、上位 6 チームがプレーオフトーナメントで優勝を争うと
同時に、翌シーズンの欧州チャンピオンズカップ（欧州最強クラブ決
定戦）出場権を得る。2015-16 シーズンのプレーオフ・ファイナル
は FCバルセロナの本拠地カンプ・ノウで開催される予定で、チケッ
トは全てソールドアウトとなるほどの活況を呈している。 

2015-16 シーズン参加チーム 
1 位クレルモン・オーヴェルニュ／2位 RCトゥーロン／3位モンペリエ／4位ラシン 92／5位トゥールーズ 
6 位カストル・オランピック／7位ボルドー・ベグル／8位ブリーヴ／9位ラ・ロシェル／10位グルノーブル 
11位パロワーズ／12位スタッド・フランセ／13位アジャン／14位オヨナ（最終節終了時点） 
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